
 

 

 

対象学年：２年生 

 

１．題材：職場体験 

   内容 (３) 学業と進路 

        ア 学ぶことと働くことの意義の理 

        エ 望ましい職業観・勤労観の形成 

 

２．題材について 

 (1)生徒の実態 

  「将来就きたい職業」を明確に定め、しっかりとした知識を持っている生徒もいるが、「職業や職  

 種」について漠然としか捉えられていない生徒が多い。多くの生徒は、職業への道のりや、将来働 

 く上で必要となる知識や特性を見出せずにいる。実際に社会で働いている人と接し、働くことの 

 意義を感じ取り、自分の特性を考え、それを生かすための職業の選択について考える態度を身に付  

 けさせる必要がある。 

 

 (2)題材設定の理由 

  生徒たちに将来の夢や希望をもたせ、望ましい職業観、勤労観を育成するとともに、働く人に接   

 して自ら仕事を体験することで、働くことの喜びや意義を感じ、将来の希望を目指して進路を主体 

 的に選択できるようにする。 

  地域で働く人と意見交換を行い、「職業観」の形成を図るとともに未来を担う社会人を育てていく。 

 

３．指導のねらい 

  自己の能力や適性について理解を深め、将来の進路選択に向けて課題を解決しようとする意欲を 

 育てる。同時に、就労の意義について考え、自分の生活や生き方に活用する態度を身に付けさせる。 

   また、地域の人々から学び、地域や社会の発展のために努めようとする気持ちをもたせることも 

  ねらいとする。 

 

４．学級活動（３）の評価規準 

集団活動や生活への 

関心・意欲・態度 

集団や社会の一員としての 

思考・判断・実践 

集団活動や生活についての 

知識・理解 

人間としての生き方や学ぶこ

と、働くことなどに関心をもち、

自己のよさを伸ばしながら、自

主的、自律的に日常の生活や学

習に取り組もうとしている。 

自己の将来に希望を抱き、その

実現に向けて、現在の生活や学

習を振り返り、これからの自己

の生き方などについて考え、判

断し、実践している。 

学ぶこと・働くことの意義や、自

己の能力や適性、進路選択に必要

な情報収集や将来設計の仕方など

について理解している。 

 ８ 働く人から学ぼう ～職場体験・地域で働く人との意見交流などを通して～ 
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５．指導の過程          本項目は題材を通しての展開を掲載しています。 

（1）題材の指導と生徒の活動 
  ①題材の活動テーマ 

   「地域で働く人から学ぼう」 

  ～職場体験・地域で働く人との意見交流などを通して、働くことの目的や意義について考えよ 

   う。～ 

②題材のねらい 

 職場体験をし、地域で働く人との意見交流などを通して、働く目的や意義について考え、自己 

のあり方について考えを深める。 

③題材の展開 

  活動内容 指導の留意点 目指す生徒の姿と評価方法 

１
時 

１．個人テーマ設定 

・「何のために働くか」につ

いてグループディスカッシ

ョンを通して、「それぞれ

の職業観」を確認する。               

・【ワークシート１】を記入

する。  

・何のために働くか、

各々職業観を受け入

れ、勤労の喜びや大変

さに気付かせる。 

【思考・判断・実践】           

・様々な職業観を知るとともに、職場

体験で学ぶべきテーマを見つけてい

く。 

 〔ワークシート〕  

 〔観察〕 

２
時 

２．マナー講座(電話・あいさ

つ・お辞儀の仕方など)               

・【ワークシート２】を記入

し、事前訪問の予約を取る

ために、電話のかけ方、あ

いさつの仕方などのマナー

を学ぶ。    

・電話のかけ方のペアワーク

を行い、電話の受けこたえ

の練習を行う。 

・電話をかけるときのマ

ナーとして大切なこ

とを考えさせる。 

 

・ペアワークを通し、「 

 電話での言葉づかい」

に注意させる。 

【関心・意欲・態度】 

・事前訪問のためのマナーを考えよう

としている。 

 〔ワークシート〕  

 〔観察〕 

３
時 

３．事前訪問電話連絡 

・前時で学習したことを、体

験先への事前訪問連絡を通

し、実践する。 

４．自己紹介シートの記入 

・体験先に自分の人柄を伝え

るための【ワークシート３】

を記入する。 

 

 

・電話をかけるときのマ  

 ナーとして大切なこ

と 

 を思い出させる。 

 

・自己紹介シートを通し

て、職場体験で学びた

いことを明確にさせ

る。 

【知識・理解】           

・電話でのマナーや言葉づかいを理解

している。 

〔観察〕 

【関心・意欲・態度】 

・現在の生活を振り返り、職場体験で

学ぶべきことを見出そうとしてい

る。 

〔観察〕 
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 活動の内容 指導上の留意点 目指す生徒の姿と評価方法 

４
時 

５．事前訪問 

・職場を訪問し、体験に必要

な情報を聞いて、【ワーク

シート４】に記入する。 

・事前に質問事項を用意

させ、意識付けをして

おく。 

【関心・意欲・態度】 

・体験時に必要な情報を整理し、まと

めようとしている。 

 〔ワークシート〕 

 〔観察〕 

５
時 

６．職場体験 

・職場体験をし、その様子を

【ワークシート５】にまと

める。 

 【関心・意欲・態度】 

・働く人と接し、仕事を体験すること

で、働くことの喜びや大変さを感じ

取っている。 

 〔ワークシート〕 

６
・
７
時 

７．職場体験のまとめ・礼状

書き 

・個人新聞を作成し【ワーク

シート６】、体験をまとめ

る。 

・体験のまとめを【ワークシ

ート７】に記入し、国語教

科書・便覧を参考にして、

お世話になった方への礼状

を作成する。 

・職場体験で実習したこ

とや、感じたこと、考

えたことを整理しま

とめさせる。 

【思考・判断・実践】 

・現在の生活を振り返り、進路選択に

向けて必要なことを考えている。 

【知識・理解】 

・職場体験を通して、感じたこと、学

んだことをまとめることで、働くこ

との意義を理解している。 

 〔ワークシート〕 

８
時 

８．職場体験発表会 

・個人新聞を使い、体験内容

を班で発表する。 

・発表を聞いて【ワークシー

ト８】を記入する。 

・他の事業所の発表にも

耳を傾け、学んだこと

や感じたことの違い

に気付かせる。 

【関心・意欲・態度】 

・他者の発表を聞いて職業について関

心を高めようとしている。 

 〔個人新聞 〕 

 〔ワークシート〕 

 〔観察〕 

【知識・理解】 

・自分の適性や進路選択に必要なこと

を理解している。 

 〔個人新聞〕 

 〔ワーク―シート〕 
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９
時 

９．地域で働く人と意見交換

を行い、職場体験を通して

学んだこと、働く意義を考

え、深めていく。【ワーク

シート７】を使用する。 

・意見交換会に参加して、【ワ   

 ークシート９】に記入する。 

・職場体験の振り返りを

し、働くことにについ

て考えさせる。 

 

・意見交換を通して、「働

くことの意義」につい

て考えさせる。 

【関心・意欲・態度】 

・意見交換を通して、「働くことの意

義」について関心を高めようとして

いる。 

〔観察〕 

【思考・判断・実践】 

・【ワークシート７】の記入を通して、

自己のふり返り、職業観について深

く考えている。 

〔ワーク―シート〕 

 

 

６．本題材の工夫例 

 漠然としていた職業観を見つめ直し、事前訪問や地域で働く人との意見交換、職場体験を経て、発表

する機会を多く設定することによって、段階的に職業についての意識が深まるようにした。 

また、活動がより具体的に示せるように使用するワークシートを作成した。 

 

７．本題材に使用したワークシート 

【ワークシート１】「個人テーマを考えよう」   (１時に使用) 

【ワークシート２】「職場体験事前講演会」   (２時に使用) 

【ワークシート３】「自己紹介シート」    (３時に使用) 

【ワークシート４】「職場体験事前訪問ワークシート」  (４時に使用) 

【ワークシート５】「職場体験のまとめ」    (５時に使用) 

【ワークシート６】「個人新聞」＊掲載はしていません （６・７・８時に使用） 

【ワークシート７】「わたくしたちの生活と進路(平成 26年度版)」  

〈８．働く人から学ぼう８－１〉ワード版を加工   (６・９時に使用) 

【ワークシート８】「班発表ワークシート」      (７・８時に使用) 

【ワークシート９】「ディスカッションに向けて」      (９時に使用) 
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